
高等学校 令和６年度（１学年） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ C 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

微生物とその利用
【知識及び技能】
・私たちの身のまわりには無数の微生物が存在
することを実験を通して理解できている。
・微生物には特徴の異なるさまざまな生物が含
まれることを理解できている。
・目に見えない微生物の存在を認識するに至っ
た科学史を理解できている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・発酵食品の生産には微生物が利用されること
を、食品中の微生物の観察を通して考えさせ
る。
・乳酸発酵とアルコール発酵が起こる際の反応
を理解できているとともに、それぞれを利用し
てつくられる発酵食品について学習させる。
・ワクチンや抗生物質などがどのような物質で
あるのかを理解できているとともに、それらの
医薬品の生産に微生物が利用されていることを
学習させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・分解者としての微生物のはたらきを理解でき
ている。
・炭素や窒素の循環の概要とそれに関わる微生
物の役割を理解できている。
・微生物による分解によって自然浄化が行われ
ていることや、微生物の分解能力を利用した浄
化が試されていることを学習させる。

【指導事項】
1.身のまわりの微生物
2.微生物とその発見の歴史
3.発酵食品への微生物の利用
4.乳酸発酵とアルコール発酵
5.医薬品への微生物の利用
6.生態系における微生物
7.環境の浄化と微生物

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
・微生物の生息場所や種類について理解できている。
・微生物に関わる一連の科学史を理解できている。
・発酵および発酵食品について理解できている。
・乳酸発酵およびアルコール発酵について理解できている。
・ワクチンや抗生物質などの医薬品の製造に微生物が関わっていること
を理解できている。
・炭素循環と窒素循環に微生物が関わっていることを理解できている。
・汚水や環境の浄化に微生物が利用されていることを理解できている。

【思考・判断・表現】
・微生物を培養する実験から、微生物が生息する場所について考察でき
る。
・微生物の科学史についての学習を通して、目に見えない微生物を調べ
る方法について考察できる。
・発酵食品に含まれる微生物の観察を通して、発酵食品と微生物との関
わりについて考察できる。
・アルコール発酵の実験を通して、アルコール発酵の反応について説明
できる。
・土壌中の微生物を確認する実験を通して、生態系における微生物の役
割を説明できる。
・活性汚泥の観察を通して、下水処理のしくみについて説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・微生物が人間生活のさまざまな場面に役立っていることを意欲的に理
解しようとしている。

○ ○ ○ 12

【指導事項】
1.プラスチックの特徴
2.プラスチックの分類と用途(1)
3.プラスチックの分類と用途(2)
4.さまざまなプラスチック
5.金属と人間生活
6.金属とその製錬
7.金属のさびと合金
8.資源の再利用

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
・鉄について、その性質や製錬方法、利用法などについて理解してい
る。
・プラスチックやその原料となる物質は、おもに炭素原子と水素原子か
らなる有機物であることの知識を身につけている。
・高吸水性樹脂、導電性樹脂、光透過性樹脂、生分解性プラスチックな
どの新しいプラスチックの性質や用途について理解している。

【思考・判断・表現】
・プラスチックの性質と用途について、実験・観察などを通して科学的
に思考できる。 熱に対する性質を調べることによって、プラスチックを
熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂に分類することができる。
・アルミニウムと銅について、その性質や製錬方法、利用法などを、実
験・観察を通して科学的に理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・金属の利用の歴史から、金属結合とそれにもとづく金属の性質につい
て関心を持ち、意欲的に学ぼうとしている。
・資源の再利用方法に関心を抱き、特にプラスチックがどのように再利
用されているかを理解している。金属とガラスの再利用を学び、再利用
の必要性について科学的に認識する態度を身につけている。

○ ○

材料とその利用
【知識及び技能】
・鉄、銅、アルミニウムの性質、用途、製錬の
方法について理解できている。
・金属の腐食（さび）のしくみと、その防止に
ついて理解できている。
・プラスチックが、単量体が重合してできる高
分子化合物であることを理解できている。
・プラスチックの化学構造について理解し、燃
焼により生じる物質について理解できている。
・身のまわりのプラスチックの利用例について
理解できている。
【思考力、判断力、表現力等】
・金属が性質を示すしくみや金属結合による構
造について、自由電子と関連させて説明でき
る。
・鉄・銅・アルミニウムの用途について、各金
属の性質と関連させて説明できる。
・金属がさびるしくみについて、金属のイオン
になりやすさと関連して考察できる。
・プラスチックの用途について、プラスチック
の性質と関連させて説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・材料とその再利用について学習した内容を、
日常生活における身近な製品や環境問題などと
結びつけ、意欲的に理解しようとしている。

【指導事項】

1.情報伝達技術の発展
2.エネルギー資源の活用と交通手
段の発展 
3.医療技術の発展

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
灯り、通信、交通、コンピュータ、農業、食品、医療、防災、エネル
ギーの歴史について時系列的に理解できている。
　
【思考・判断・表現】
科学技術が時代とともに進歩し、人間生活を豊かで便利にしてきたこと
や人間生活に不可欠であることを理解できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
科学技術の発展の歴史について、意欲的に理解しようとしている。

定期考査
○ ○

１
学
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○

○
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序章　科学技術の発展
【知識及び技能】
灯り、通信、交通、コンピュータ、農業、食
品、医療、防災、エネルギーの歴史について時
系列的に理解できている。

【思考力、判断力、表現力等】
科学技術が時代とともに進歩し、人間生活を豊
かで便利にしてきたことや人間生活に不可欠で
あることを理解できている。

【学びに向かう力、人間性等】
科学技術の発展の歴史について関心を持ち、自
ら調べ学ぶ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○

○ ○ ○ 6

理科 科学と人間生活

（ A組：上野　　） （ C組：上野　　）

理科 科学と人間生活 2

科学と人間生活

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、
実験などに関する技能を身に付けるようにする。

身近な事物・現象に関心や探究心をもち、科学的な視点・考
察力を養うとともに、科学技術に対する関心を高める態度を
身につける。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

科学技術の発展の人間生活への貢献、身近な事物・現象を通
しての現代の人間生活と科学技術の関連性についての知識を
身につけ、これからの科学技術と人間生活のあり方について
理解できている。
また、身近な事物・現象に関する観察、実験の技能を習得す
るとともに、それらを科学的に探究する方法を身につける。

身近な事物・現象の中に問題を見出し、観察、実験、調査な
どを行って得た結果について、科学的に思考し、判断する。
そこから導き出した自らの考えを的確に表現する。

数研出版　科人704 『科学と人間生活』

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

配当
時数

中学校の復習　力のはたらき
【知識及び技能】
力についての基礎的な概念や原理・法則などを
理解できているとともに、力とばねの伸びの関
係をグラフ化したり、２力のつり合う条件につ
いて科学的に解釈したりする技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
力のはたらきによって起こる現象の要因や規則
性を考察したり、実験結果や考察などをほかの
人に伝えることを意識して表現したりことがで
きる。

【学びに向かう力、人間性等】
学習内容に興味や関心を持ち、粘り強く実験
し、科学的法則を生活に生かそうとする態度、
実験の過程を振り返って評価しようとする態度
を身に付ける。

【指導事項】

1.身近に生じるさまざまな力
2.重力と重さ、質量の違い
3.力の作図
4.つりあう２つの力の関係
5.ばねに生じる力と伸びの関係
6.圧力（大気圧・水圧）

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
・ばねばかりを使って重力の大きさを調べることができる。
・ばねの伸びと力の大きさ（物体の重さ）の関係をグラフ化することが
できる。
・力を矢印を使って表すことができる。
・２力のつり合いを矢印を使って表すことができる。
　
【思考・判断・表現】
・物体が力を受けているときに見られる現象を説明できる。
・ばねの伸びと力の大きさ（物体の重さ）についての実験結果から比例
関係を見出すことができる。
・２力がつり合う時の条件を説明することができる。
・身近な力について調べたものを自分なりに記述することができる。
・「質量」と「重さ」の概念を説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・自分たちで考えた方法で、未知の物質 X の重さを粘り強く求めようと
している。
・バネの伸びの測定やグラフの正確性を検討、改善しようとしている。
・身近にはどのような力があるか考え、ICT など活用して調べようとし
ている。

○ ○ ○



定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

２
学
期
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熱の性質とその利用
【知識及び技能】
・温度は何を表すものなのか理解できている。
・熱容量と比熱について理解できている。
・電力量と電力の定義について学習させる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・物体をつくる粒子が熱運動をしていること
を、実験を通して理解できている。・熱伝導、
対流、熱放射では、それぞれどのように熱が伝
わるのか理解できている。
・物質の三態、融解熱・蒸発熱について、物質
をつくる粒子に着目して理解できている。

【学びに向かう力、人間性等】
・エネルギーに関心を持ち、さまざまな種類に
分類し考えさせる。
・可逆変化と不可逆変化は、それぞれどのよう
な変化なのか考えさせる。
・どのような方法で電力を生み出しているか考
えさせる。

【指導事項】
1.温度と熱運動
2.熱容量・比熱
3.熱の伝わり方
4.仕事や電流と熱の発生エネル
ギー
5.移り変わり
6.熱エネルギーの利用
7.エネルギー資源の利用

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
・セルシウス温度と絶対温度について理解できている。
・熱平衡とはどのような状態か理解できている。
・熱量の保存について実験を通して、理解できている。

【思考・判断・表現】
・エネルギーは相互に変換されることを実験を通して考えている。
・仕事による熱の発生について、実験を通して考えている。
・ジュールの実験にも触れ、仕事と熱量が比例関係にあることを説明で
きる。
・電流の仕事により熱が発生することと、その発熱量はジュールの法則
に従うことを説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・熱機関について、実験を通して主体的に学び、得た熱量のすべてを仕
事に変えることはできないことを説明しようとしている。。
・複合サイクル方式やコージェネレーションシステムなど、エネルギー
を効率的に利用する技術があることを深く調べ、まとめようとしてい
る。

○ ○

課題研究
【知識及び技能】
自然や生活の中から疑問を発見させ、そのテー
マについて調べていく方法を学ばせる。

　
【思考力、判断力、表現力等】
調べたことをまとめ、発表する技術と方法を学
ばせる。

【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えを相手に正しく効果的に伝えること
の大切さを考えさせる。

【指導事項】
各自、時事的な化学トピックを課
題研究し、クラス発表する。

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
自然や生活の中から疑問を発見し、そのテーマについて調べ、深く理解
する。

【思考・判断・表現】
知りえた情報をわかりやすく整理し、原稿にまとめることができる。
また、他者に簡潔に説明し、内容を効果的に伝えることができている。

【主体的に学習に取り組む態度】
自分の課題に対し、関心を持って調べ、課題解決に向け意欲的に取り組
もうとしている。 ○

定期考査

自然景観と自然災害
【知識及び技能】
・地震発生のしくみを理解する。
・火山噴火のしくみについて理解する。
・マグニチュードと震度の違いを理解する。
・風化、侵食、運搬の3作用を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・マグマの性質と溶岩の噴出量によって、火山
の大きさや形が変化することを学習させる。
・火山活動によって引き起こされる災害につい
て学習させる。
・ハザードマップを作成する。

【学びに向かう力、人間性等】
・風化・浸食・運搬の作用によって、山地、河
川ぞい、平野ではそれぞれ特徴的な地形が形成
されることを理解しようとする。
・土砂災害を引き起こす現象の種類と危険性の
高い地形との関係について理解しようとする。

【指導事項】
①日本列島とプレート
②地震のしくみと地震活動
③地震による災害
④マグマがつくる火山と景観
⑤火山がもたらす恵みと災害
⑥水のはたらきと自然景観
⑦土砂災害と洪水

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
・地震発生のしくみを理解できている。
・火山噴火のしくみについて理解できている。
・マグニチュードと震度の違いを理解できている。
・風化、侵食、運搬の３作用を理解できている。
　

【思考・判断・表現】
・日本列島がプレート境界に位置することから、プレート境界にそって
多くの地震が発生することを説明できる。
・プレートの運動によって高くなった山は、流れる水のはたらきのよっ
て低くなることを理解できている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・地震によって発生する災害やその危険性について、意欲的に考えよう
としている。
・火山は災害を引き起こすだけではなく、温泉や鉱物資源など私たちの
生活に恵みをもたらしていることを理解しようとしている。

微生物とその利用
【知識及び技能】
・私たちの身のまわりには無数の微生物が存在
することを実験を通して理解できている。
・微生物には特徴の異なるさまざまな生物が含
まれることを理解できている。
・目に見えない微生物の存在を認識するに至っ
た科学史を理解できている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・発酵食品の生産には微生物が利用されること
を、食品中の微生物の観察を通して考えさせ
る。
・乳酸発酵とアルコール発酵が起こる際の反応
を理解できているとともに、それぞれを利用し
てつくられる発酵食品について学習させる。
・ワクチンや抗生物質などがどのような物質で
あるのかを理解できているとともに、それらの
医薬品の生産に微生物が利用されていることを
学習させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・分解者としての微生物のはたらきを理解でき
ている。
・炭素や窒素の循環の概要とそれに関わる微生
物の役割を理解できている。
・微生物による分解によって自然浄化が行われ
ていることや、微生物の分解能力を利用した浄
化が試されていることを学習させる。

【指導事項】
1.身のまわりの微生物
2.微生物とその発見の歴史
3.発酵食品への微生物の利用
4.乳酸発酵とアルコール発酵
5.医薬品への微生物の利用
6.生態系における微生物
7.環境の浄化と微生物

【教材】

・教科書
・授業プリント
・一人１台端末

【知識・技能】
・微生物の生息場所や種類について理解できている。
・微生物に関わる一連の科学史を理解できている。
・発酵および発酵食品について理解できている。
・乳酸発酵およびアルコール発酵について理解できている。
・ワクチンや抗生物質などの医薬品の製造に微生物が関わっていること
を理解できている。
・炭素循環と窒素循環に微生物が関わっていることを理解できている。
・汚水や環境の浄化に微生物が利用されていることを理解できている。

【思考・判断・表現】
・微生物を培養する実験から、微生物が生息する場所について考察でき
る。
・微生物の科学史についての学習を通して、目に見えない微生物を調べ
る方法について考察できる。
・発酵食品に含まれる微生物の観察を通して、発酵食品と微生物との関
わりについて考察できる。
・アルコール発酵の実験を通して、アルコール発酵の反応について説明
できる。
・土壌中の微生物を確認する実験を通して、生態系における微生物の役
割を説明できる。
・活性汚泥の観察を通して、下水処理のしくみについて説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・微生物が人間生活のさまざまな場面に役立っていることを意欲的に理
解しようとしている。

○ ○ ○ 12

○

定期考査
○ ○

○ ○

○ ○ ○ 12

78

1

○ ○ 1

合計

12


